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月
一 十 年 七 和 昭

十
周
年

記
念

大
倉

講

演・
録

　
　
燃

料
工

業
に

關

す
る

研

究
の

趨

勢
　

　
井
上

仁

吉

燃

料

工

業

に

關

す

る

研

究

の

趨

勢

｝

五

三

六

東
北

帝
國
大

學
名
譽

教

授
　
工

學
博
士

　

井
　
　

卜一

仁

　

吉

　
凡
そ
物

質
文
化
の

進

歩
は
、

多
く
は

或
る

發
明
發
見
が

動
機
と

な
り

て

或
趨
勢
を

作
り

、

或
年
數
間

其
勢
を
以
て

進
み

、

弐
に

其
進
歩
が

綾
慢
と

な
り

、

途
に

殆
ど

停
止

歌

態
を
呈
す
る

に

至
る

頃
往
々

他
方
面
の

新
發
明
發
見
の

刺
戟
を
受
け

、

之
を
動

機
と
し

て

新
趨
勢
を

以
て

進
み

、

又

行
き
詰
る

時
分
に

他

方
面

の

薪
發
明

發
見
の

援
助
に

よ

り

局
面
を
打
開
し
方
向
轉
換
を
な
し

て

進
行
す
る
こ

と
あ
り

、

斯
の

如
き

こ

と

を

繰
返
し

つ

製

種
々

の

發
明

發
見
が
相
寄

り

相
扶
け
て

漸
次
理

想
に

近

づ
か

ん

と
し

て

止

ま
ざ
る

も
の

で

あ
る

　
燃
料
工

業
の

歴
史
を
閲
る

に
、

十

數
年
前
ま

で

は

其
進
歩
に

大
轉
向
を

認
む
る

能
は

す
、

瓦
斯
工

業
に

於
て

は

増
炭
水

性
瓦

斯
、

水
性
瓦

斯
、．

ア

セ

チ

レ

ン

瓦

斯
等
の

出
現
あ
り
し
も

未
だ
以
て

新
趨
勢
を

起
す

に

足
ら

す
、

鑛
油
工

業
に

於
て

も
一

向
に

斬
新
な
る

大
變
革
な
く

、

石

炭
瓦
斯
工

業
の

如
き
は

瓦

斯

製
造
原
理

に

於
て

百

年
以
上

も
、

石

油
工

業
は

其
蒸
溜
原
理

に

於
て

五

十

年
以
上
も
舊
套
を
脱
せ

す
、

此
二

大
光
熱
工

業
は
一

般
學
術
の

進
歩
に

比
し

其
進

歩
甚
だ

綏

慢
に

し
て

、

殆
ど

停
止

妖

態
に

あ
る

こ

と

恰
も

眠
れ

る

獅
虎
の

如
く
な
り

き
、

然
る

に

十

餘
年
前
蚊
蟻
の

刺
戟
に

似
た
る

飛
行
機

、

自
動
車
の

發

明
發
展
に

よ

り

俄
に

覺
醒
す
る

や

猛

然
籔
起
心

機
一

轉
獅
吼

虎
嘯
の

勢
を
以
て

急
速
の

進

展
を
な
す
に

至
れ
り

、

而
し
て

此

轉
機
を
與
へ

し
飛
行
機

、

自
動

車
は

、

軍
時
と
平

時
を

問
は

す
現
代
祗
會
の

必
需
品
と
な
り
た

れ
ば

、

世
界
各
國
は

之
が

動
力
源
た

る

ガ

ソ

リ

ン

の

製
造
研

究
に

、

又
ガ

ソ

リ

ン

の

原
料
た

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

ク

ラ

ツ

ヰ
ン

グ

る

石
油
原

油
の

獲
得
に

焦
慮
せ

る

間
に

、

ガ

ソ

リ

ン

の

新
製
法
と
し

て

重

油
分
解
法
な
る

石

油
工

業
史
上

劃
期
的
方
法
現

出
し

十

年
間
に

數
千
の

特
許
を
掛

す
の

盛
況
を

呈
し
、

叉

諸
合
成

油
工

業
起
り
水

素
添
加
に

よ

る

石

炭
油
化
法

、

重

油
轢
化
法
の

大
發
明
出
で

、

之
に

よ

つ

匸

水

素
製
造
工

業
は

發
逹
し

、

叉

水

素
製
造
工

業
は

水

性
瓦

斯
工

業
及
天

然
瓦
斯
工

業
に

刺
戟
を

與
へ

、

石
炭
瓦

斯
工

業
に

於
て

は

低
温
乾
餾
法
の

發
明
よ

り

低
温
タ
ー

ル

熱
分
解
法
發
逹
し

、

其
他
石
炭
完
全
瓦

斯
化

法
、

石
炭
微
粉
燃
燒
法
の

發
明
等

僅
々

＋

數
年
間
に

爆
發
的
に

多
數
の

新
燃

料
工

業
出
現
す

る

に

至
れ
り

　
蓋
し

如
上

の

大
變
革
は
歐

洲
大
戰
後
の

經
濟
的
大
變
動
が

之
を
助
長
し

、

世
界
全
盟
が

燃
料
節
約
に

目
覺
め

盛
に

燃
料
研
究
を

開
始
せ

し

に

山
る

、

而
し

て

現
今
は

上
掲
諸
工

業
が

世
界
經
濟
戰
爭
の
一

部
を

分
擔
す
る

の

情
勢
に

あ

り
、

就
中
水
素
添
加
に

依
る

石
炭
油
化
法
の

如
き
は

將
來
最
も

經
濟
的
勢
力
を

逞
く
す
る

も
の

な
る
べ

し
、

現
に

石
炭
タ

ー

ル
、

石
油
重

油
に

水

素
を
添

加
し

て

之
を

輕
化
す

る

數
＋

の

特
許
法
は

英
、

米
、

獨
、

蘭
の

四
大
會
肚
之
を

占
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號 二 十 二 百 第

有
し

、

之
を
工

業
化
し
て

全
世
界
に

於
け

る

本
工

業
を

支
配
せ

ん

と

せ

り
、

現

今
世
界
に

於
け
る

燃
料
工

業
研

究
の

一

大
趨
勢
は

實
に

本
工

業
其
中
堅
を

な

す
と
信
す

、

然
れ

ど
も

之
が

大
成
は

石
炭
等
原
料

其
物
の

性
質
成
分
を

根
本
的
に

研
究
し
て

こ

そ
水

素
添

加
の

機
構
を
闡
明
し
、

初
め

て

其
目
的
を
逹
成
し

、

併
せ

て

石

炭
の

理

想

的
利
用
法
を
發

明
し
得
る

な
り
、

此
間
叉

幾
多
の

新
特
許
法
は

潜
在
す
べ

く
、

此
新
特
許
を
專
有
す
る

國
は

經
濟
的
に

も
其
國
を
潤
す

べ

し
、

英
、

獨
の

學
者
或
は

茲
に

見
る

あ

り
、

石

炭
の

化
學
的

構
造
闡

明
に

盡
瘁
し

互

に

火

華
を

出
し

て

論
戰
せ

り
、

蓋
し

よ

り

早
く

共
眞
相
を

發
見
す

れ

ば

自
國
の

名

譽
の

み

な
ら
す
自
然
夫
れ
に

胚
胎
し

て

新
應
用
を

發
明
し

、

之
を
工

業
化
す
る

機
會
多
々

あ
れ
ば

な
り
、

此
根
本
的
研
究
を

等
閑
視
し

油
化
法

の

眞
似

事
を
な
し
以

て

能

事
絡
れ
り
と

な
す
は
抑
も
末
の

み
、

幸
に

本
邦
學
者
に

し

て

此
基
礎
的
研
究
を
な

し
、

新
読
を
唱
へ

歐
米
學
者
に

對
抗
す
る

も

の

あ
る

は

欣
快
に

堪
へ

す

　

惟
ふ

に

上
記

新
趨
勢
出
現
の

動
機
は

、

獨
逸
の

學
者
が
石

油
に

乏
し
き
自
図
の

國
情
に

考
へ

、

水

素
を
石

炭
の

成
分
に

化
合
せ

し

む

れ
ば

或
は

油
化
せ

し

め

得
る

な
ら
ん

と
の

、

比

較
的
粗

笨
な
る

考

案
な
る

に

拘
ら
す

勇
猛
心

を
以
て

之
を

實
驗
し

た

る

結
果
偶
然
に

も

成
功
し

た

る

に

因
る

な
る

ぺ

し
、

故
に

其

動
機
は

愛
國
心
に

出
で

た

り
と

言
ふ
べ

き

な

り
、

將
來

燃
料
工

業
研
究
に

於
て

新
趨

勢
を
捲

起
す
る

も
亦

共
軌
を
一

に

す
べ

し
、

此

見
地
よ

り

將
來
本
邦
の

燃

料
工

業
研

究
の
一

趨
勢
を
形

成
し
、

永
く
國
防
安
全

踰
入

防
遏
に

貢
献
し

得
る

研

究
問

題
は

宜
し

く

國
情
に

即
し

た

る

原
料
に

依
る
べ

き
な
り
、

例
へ

ば

本
邦
學
者
の

研
究
に

か

玉

る

酸
性
白
土
を

觸
媒
と
し

魚

油
等
よ

b
石

油
を

製
す
る

方

法
の

如
き
は

其
最
適
問

題
の
一

な
る

べ

く
、

木

炭
瓦
斯
自
動
車
の

研
究

も
ま
た

然
ら

ん

　

魚
油
よ

り

石
澑
製
造
に

關
し

て

は

其
資
源
の

散
在
せ

る

た

め

蒐
集
困

難
の

理

由
を
以

て

實
行
不
可

能
と
な
し

、

之
を

顧
み

ざ
る

が

如
き
は

國
家
の

一

大
恨

事
と
い

ふ

べ

し
、

苟
く
も
本
邦
が

此
天

壤
無
窮
の

資
源
を

有
す
る

以

上
、

之
を

利
用
す

る

方
法
に

關
し

て

は

國
家
機
關
に

よ

り

夙
に

研

究
す
べ

き

も
の

な
ら

す
や

、

如
何
に

原
料
散
在
す
る

も
方
法
其
宜
し

き

を

得
ば

蒐
集
す

る

を
得
ん

、

例
へ

ば

海
草
よ

り

沃
素
製
造
が

本
邦
海
濱
漁
農
民
の

家
内
工

業
と
し
て

容
易

に

行
は

れ
た
る

如
く

、

魚
類
の

臓
腑
を

原
料
と

す

れ
ば

粗
末
な
る
レ

ト

ル

ト

等
あ
れ
ば

簡
易
に

粗
製
石
油
を
得
べ

く
、

斯
の

如
き

仕

事
は

化
學
知

識
な
き
も

の

に

も
容

易
に

智

得
せ

し

め

得
べ

し
、

原

料
を
一

村
一

個
所
に

集
め

人
工

石

油
製
造

所
を

設
け

、

更
に

進
ん
で
一

郡
に
」

基
の

ク

ラ

。

キ

ン

グ

裝
置
を

設
く

る

が

如
く
す
れ
ば

、

一

朝
有
時
の

際
に

は
滑
海
到
る

處
に

ズ
ソ

リ

ン

を
得
る
に

至
る

ぺ

し
、

是
れ
一

面

僻
陬
の

國
民
に

化
學
工

業
副

業
を
與
へ

、

象
孤
て

科

學
知
識
普
及
の

一

助
た
る
ぺ

し

　

右
の

如
く

國
情
に

帥
せ

る

研
究
が

共
國
の

研

究
趨

勢
と
な
る

こ

と
は

之
を

獨
、

英
、

米

國
に

於
て

も
認
め
得
べ

し
、

獨
逸
に

裼
炭
の

煉
炭
工

業
の

發
逹

、

　

　
　
　
†

周
年
詑

念

大
會

講
演

録
　

燃
料
工

業
に

闘
す
る

研

究
の

歳

勢

　

卦

上

仁

吉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
五

三

七
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月 一 十 年 七 和 昭

　
　
　
　
十

周
年

記
念

大

會

講

演
録
　

　
燃
料
工

業
に

閉
す

る

研

究
の

鰹

勢
　

　

井
上

仁

吉

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　一
五

三

八

合
成
燃
料

、

石

炭
油
化
法
の

發
明

の

起
る

や

決
し
て

偶
然
に

非
す

、

皆
國
情
の

然
ら
し
む
る

處
國

情
に

帥
し

た
る

獨
創
的

研

究
の

結
果
に

し
て

結
局

其
國
の

研

究
趨
勢
と
な
ウ
し

も
の

で

あ
る

、

而
し

て

共
研

究
に

世

界
的
共
通

性
あ
る

も
の

は

世
界
的

趨
勢
を

醸
成
す

、

帥
ち

獨
逸
の

煉
炭
製
造
研

究
は
世
界
的
趨

勢

を

作
ら
す
し

て
、

合
成
燃
料

製
法
と

石

炭
油
化
法
が
世
界
的
に

流
行
す
る

所
以
で

あ
る

、

獨
逸

學
者
の

石

炭
性
質
成
分
の

科
學
的

根
本
研
究
も
石
油
に

乏
し

き
國
情
に

鑑
み

該
研
究
の

力
に

よ

り
て

、

石

油
代
用
品
を

造
る

學
理

を

發
見
せ

ん

と
す
る

愛
國
心

に

出
で

た

る

も
の

と
言
ふ

べ

し
、

而
し
て

該
研
究
は

世
界

的
趨
勢
を

起
す
べ

き

性
質
の

も
の

な
る

が

故
に

、

我
國
に

於
て

も

此
方
面
の

研

鑚
に

努
む
る

學
者
輩
出
し

新
理

論
を
提
供
す
る

に

至
る

の

で

あ
る

　
英
國
の

學
者
が

遠
大
な
る

考
慮
に

よ

り

炭
暦
全
體
の

物
理

學
的
並
に

化
墨
的
研

究
を
な

す
が

如
き

、

同
國
の

燃
料

教
育
機
關
の

非

常
に

完

備
せ

る

が

如
き

叉

鑛
山

安
全
研
究
局
の

設
立
の

如
き
、

或
は

石
炭
自
然

發
火
の

研
究
に

十

五

年
間
も
沒
頭
す
る
學

者
の

存
在
の

如
き

、

將
又

獨
逸
に

劣
ら
す

石
炭
の

科
學
的

根
本
研
究
に

熱
心
な
る

學
者
あ
る

等
是
皆
國
情
に

即
し

國
民
性
を
現
は

し
た

る

研

究
趨
勢
に

外
な
ら

す

　
米
國
に

於
け

る

石
油
蒸
溜
精
製
法
の

進
歩

、

重

油
ク

ラ
．、

キ

ン

グ

法

發
明
の

隆

盛
、

合
成
潤
滑

油
の

根
本
的
研

究、

天

然
瓦

斯
處
理
法
の

進
歩
等
も
亦

國

情
に

即
せ

る

も
の

に

し
て

愛
國
の

趣
旨
に

協
へ

る

も

の

な
り
、

加
之

米
國
一

流
の

大

資
本
力
を
以
て

世
界
的
趨
勢
に

在
る
石
炭
油
化
法
な
る

水

素
添
加
工

業

を

拉
し
來
り

て
、

經
濟
的
に

此
方
面
に

於
て

世
界
を
席
捲
せ

ん

と
せ

る

も

亦
其
國
民
性
の

發
露
に

し
て

、

愛
國
心

の

一

大
發
展
現

象
と
い

ふ

べ

し

　
飜
て

本
邦
斯
業
の

研
究
趨
勢
を
察
す
る

に

模
倣
期
の

も
の

あ
り
、

例
へ

ば

炭
坑

爆
藥
研
究
會

、

炭．
坑
爆
發
豫
防
調
査
所
の

設
置

、

煤
煙

防
止

會、

水
素
製

造
法

、

石
山

次

油
化
法
等
の

如
き

之
な
り
、

煉

炭
の

製
造
研
究
の

進

歩、

置
ス

ト

ー

ブ

の

外
國
品
を
凌
駕
す
る

大
發
逹
の

如
き
は

模
倣
よ

り

獨
創
に

入
り

出
藍

的

絶
大
成
を
逾
げ
た
る

も
の

な
り

、

斯
の

如
き
も
の

年
々

多
き
を
加
ふ

る

は

國
家
の

た
め

慶
す
べ

き
な

り
、

油
母
頁

岩
油
工

業
の

大
成

功
も
亦
之
に

屬
す

、

叉

對
獨

創
の

學
論
及

方
法
の

漸
次
出
現
の

兆
あ
る

は
最
も
賀
す
べ

き
な
り
、

然
れ

ど
も
我
國
情
に

即
し

而
も
純
正

に

獨
創
的
の

研

究
現
は

れ
ざ
る

が

如
き
は

聊
か

遺
憾
と

す

る

所
な
り
、

是
畢
竟
後
進
國
と
し
て

十

年
前
に

は
完
全
な
る

燃
料
に

關
す
る

工

業
的
研

究
機
關
を
有
せ

す
、

從
て

今
日

徇
當
該
研

究
者
少

數

の

致
す
所
に

し

て

已
む

を

得
す
と
雖
も

、

將
來
研
究

者
も

、

該
工

業
公
私

關
係

者
も

、

政
府

當
局

者
も
つ

と
め
て

國

情
に

帥
せ

る

研
究
を

奬
勵
し

、

之
を
助

長
せ

ざ

れ
ば

決
し

て

一

國
研
究
の

趨
勢
を

作
興
す
る

能
は

ざ
る

の

み
な
ら
す

、

叉

世
界
を
指
導
す
る

大

勢
を

起
す
能
は

す
、

從
て

國
家
の

名
譽
と
經
濟
に

貢

献
す
る

能
は
ざ
る
べ

し

　
我
國
の

上

下
模
倣
に

汲
々

た
る

時
代
に

は

民
間
一

發
明
家
の

な
し
た

る

絶
對

獨
創
的
發
明
を

も

廢
滅
せ

し
む
る

こ

と
あ
り
、

例
へ

ば

現
今
煤
煙
防
止

燃
料

節
約
の

目

納
に

て

流
行
の

兆
あ
り

と

傳
ふ

る

瓦
斯

發
生

爐
を

汽
罐
に

蓮
絡
し

て
一

裝

置
と
な
さ
ん
と
す
る

工

夫
の

如
き
な

、

賽
に

二

＋

餘
年
前
邦
人
一

發

明
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家
の

考
案
せ

る

所
に

し

て
、

歐

米
諸
國
の

特
許
を
獲
得
し

叉

實
驗
せ

し

こ

と
あ
り

、

又

十

餘
年
前
煤
煙
を

防
止

し

撚
料
を

節
約
し

得
る

工

夫
を
汽
車
の

汽
罐

に

實
施
し

て

好
成

績
を
擧
げ
た
る

を

聞
知
せ

り
、

當
時
燃
料
問

題
今
日

の

如
く
喧
し
か

ら
す

、

爲
に

此
世
界
的
先
覺
方

法
は

技
術
者
學
者
の

顧
み

る

所
と

な

ら

す
塞
し

く
煙
滅
せ

る

が

如
き
は

甚
だ

遺
憾
と

い

ふ

べ

し
、

若
し

當
時
よ

り
引
き

續
き

此

發
明
研

究
が
助

長
さ

れ

居
り
し
な
ら
ん

に

は

或
は
今
頃
は

世
界
に

特
許
權
を

分
讓
し

本
邦
研
究
が

世
界
を
指
導
す
る

趨

勢
を
作
り
し
な
ら

ん
、

之
に

反
し

本
邦
諸
會
沚
官
廳
に

於
て

水
性
瓦

斯
發
生
爐

、

低
温
乾
餾

裝
置
、

ク

ラ

ッ

キ

ン

グ

裝
置
を

今
徇
海
外
よ

り

購
入

す
る

の

已

む

を

得
ざ

る

の

情
勢
に

在
る

は

決
し

て

目
閏
度
き
事
に

非
す

　

本
邦
燃
料
工

業
起
り
て

以

來
既
に

數
十

年
の

星
霜
を

經
た

り
、

而
も

現
歌
上

蓮
の

如
し

、

今
後
數
十

年
の

聞
に

は

我

燃
料

關
係
の

器
具

、

機
械

、

裝
置

、

方
法
乃
至
學
理
等
が

必
す
世
界
を
風
靡
す
る

趨
勢
を

作
る

べ

き

方
策
の

樹
立
最
も
肝
要
な
り

と

す
、

是
に

は

獨
逸
の

如
く
例
へ

ば
瓦

斯
協
會
に

獨
立
研
究
所

を

有
し

、

工

學
者
學
者

相
聯
絡
し

て

基

礎
的
研

究
を
な
し
得
る

施
設
を
有
す
る

こ

と
必
要
な
る

べ

し
」

今
や

我

國
は

種
々

の

國
難
に

遭
遇
し

尋
常
一

様
の

秋

に

非
す

、

然
れ

ど

も
外

交
政
治
に

於
て

は
一

大
強

國
と
し

て

滿

洲
問
題
を
一

動
槻
と

し
て

世
界
の

興

論
を
左

右
す

る

の

趨
勢
を
作

起
せ

り
、

希
く

は

燃
料
工

業
に

於
て

も
深
く
我

國
情
に

鑑
み
、

國
産

資
源
に

關
し

て

は

其
利
用
に

つ

き

徹
底
的
研
究
を

途
げ

、

其
結

果
を
し

て

我

經
濟

國
難
打
開
の

一

助
と
な

し
叉

國

防
の

安
全
に

貢

献
し

得
る

に

到
ら
し
め
ん
こ

と

を

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

（

終
）
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十

周
年
記
小
勘

大
會冖
讃…
溜
摺

鯨

　

　

燃
料
工

業
に

開
す

る

研一
究
の

櫓一
勢
　

　

井
上

仁
士

口

尸

五

三

九


